
茂林寺沼湿原保全・活用１００年プロジェクト 企画書 

 
■今年１月３１日に開催した、第３回「１００年会議」でみなさんから出された意見を具

体化するため、企画を募集します。やりたい企画、取組みたい企画がありましたら、下

記をご記入のうえ５月２９日㈮午後３時までにメールでご提出ください。 

■提案があった企画については、事務局(文化振興課・橋本コーディネーター)で詳細を確認

したのち、６月２７日㈯開催予定の第４回「１００年会議」で１００年会議メンバーに

向けて協力・連携の提案を行っていただく予定です。 

 

№ 項目 記入欄 

１ 企画・提案・実施者名 
(代表者名・連絡先等も記載) 

シツゲンドクターズ（任意団体） 
代表：〇〇 〇 
電話：□□□―□□□□ 

 

２ 企画名は？ ＤＸシステム「みんなで木道管理」 
 
 
 

３ 第３回「１００年会議」グラレ
コ(次ページ下図を参照)で、そ
の 企 画 は ど の 分 野 に 該 当 す
る？ 

☑を入れてください 
□❶保全活動      ☑❹場を整備 
□❷続くしくみ    □❺資源循環 
□➌関わるきっかけ 

 

４ ２０４5 年の茂林寺沼のあるべ
き姿を実現すために、その企画

でどんな貢献ができる？ 

ＰＣやスマホ等で木道管理ができるシステムを構
築・導入し、１００年会議関係者だけでなく、一

般の人からも情報を集める(＝市民調査)ことで、
年間を通じた通行安全性の確保を行い、茂林寺沼
湿原の魅力を高める！ 
 

５ どんな人・団体に協力・連携し
て欲しい？ 

・民間事業者(システム系) 
・地域活動者 
・アダプト委託受託業者(愛光園ほか) 
 

６ どれくらいの期間で、どんなス
ケジュールで実施する？(単発
イベントではなく長く続けら
れることが望ましい) 

・Ｒ８年度  研究・調査、1～3 月で試行 
・Ｒ９年度～ 正式運用開始 

７ どれくらい予算が必要？ ・Ｒ８年度  １５万円(システム製作費) 
・Ｒ９年度～ 年３万円 
 

８ 企画を実施するうえで、ハード
ルに感じていることは？ 

・システム製作のコスト(含ランニングコスト) 
・システム製作が可能な民間企業を知らない 
 

９ 企画の達成度をはかるための
具 体 的 な 目 標 値 は あ り ま す
か？ 

・木道異常箇所の数を減らす 
 (例) 仮に２０か所なら半減させる！ 

記入例 



【参考】第１回「１００年会議」グラレコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回「１００年会議」グラレコ 

 


